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小
泉
本
店
が

２
酒
を
発
売

酒
造
メ
ー
カ
ー
の
�株
小
泉

本
店
（
小
泉
隆
司
社
長
）

は
１１
月
７
日
、
し
ぼ
り
た

て
原
酒
「
み
ゆ
き
酒
生
地
」（
七
二
〇
�
�

入
り
）と
本
醸
造
酒
「
み
ゆ
き
雪
見
酒『
銀

世
界
』」（
同
）を
限
定
発
売
し
た
。
生
地
は

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
二
〇
度
以
上
二
〇
・
五

度
未
満
で
、
価
格
九
六
八
円
。
銀
世
界
は

同
一
三
度
以
上
一
四
度
未
満
の
八
〇
〇
円
。

藤
井
酒
造
が

龍
勢
白
ラ
ベ
ル

藤
井
酒
造
�株（
竹
原
市
、

藤
井
善
文
社
長
）
は
、

龍
勢
純
米
吟
醸
黒
ラ
ベ

ル
の
姉
妹
品
で
「
白
ラ
ベ
ル
」
を
発
売
し

た
。
酒
造
好
適
米
の
山
田
錦
一
〇
〇
％
で

精
米
歩
合
は
六
〇
％
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
一

七
度
、
日
本
酒
度
は
プ
ラ
ス
９
の
辛
口
。

七
二
〇
�
�
入
り
二
〇
〇
〇
円
。

広
島
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

広
島
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
�株
（
中
区
小
町
八
―
二
七
、
梶
本
利
恵

社
長
）
は
、
マ
ネ
ー
、
食
育
、
ト
レ
ン
ド

カ
ラ
ー
の
三
テ
ー
マ
を
組
み
合
わ
せ
た「
ハ

ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１１
月
１６
日

午
後
２
時
か
ら
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
で
開
く
。

人
生
の
夢
や
目
標
の
実
現
を
目
指
し
た

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
経
済
的
な
観
点
か
ら
説

く
。マ
ネ
ー
を
日
本
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
証
券

の
上
地
明
徳
専
務
、
食
育
は
料
理
教
室
講

師
の
宮
崎
学
氏
、
ト
レ
ン
ド
カ
ラ
ー
は
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
坂
井
由
紀

子
社
長
が
講
師
を
担
当
。
参
加
無
料
で
、

定
員
一
〇
〇
人
。
同
社
は
中
区
袋
町
九
―

四
に
マ
ネ
ー
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、法
人
・
個

人
支
援
事
業
、
Ｆ
Ｐ
教
育
、
資
産
運
用
、保

険
業
務
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

▽
全
国
で
最
後
発
と
な
っ
た
県
内
の
「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」
が
１０
月
か
ら

始
ま
っ
た
。
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
推
進
委
員
会
（
高
杉
敬
久
委
員
長
�
県

医
師
会
副
会
長
）
の
審
査
、
認
証
を
受
け

て
、�

社�

福
県
社
会
福
祉
協
議
会
、�社
県
シ
ル

バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
、
�社
県
社
会
福
祉

士
会
、
�株
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の

四
法
人
が
評
価
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。全

介
護
保
険
事
業
者
を
対
象
に
、
評
価

サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で
実
施
。
評
価
は
、
社

会
福
祉
法
に
基
づ
き
内
容
や
価
格
は
各
法

人
で
独
自
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
利
用
者
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介

護
が
目
的
で
、
評
価
結
果
は
委
員
会
や
各

法
人
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
る
。
評
価
有
効

期
間
は
三
年
間
で
１
１
年
１０
月
６
日
ま
で
。

今
回
は
高
齢
者
分
野
で
、
障
害
者
や
保

育
分
野
は
来
年
度
以
降
。

▽
東
京
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

ズ
広
島
は
、
１１
月
２０
日
午
後
６
時
半
か
ら

中
区
寺
町
の
ア
ル
デ
プ
ロ
城
南
リ
バ
ー
サ

イ
ド
Ｂ
Ｌ
Ｄ
一
二
階
で
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
セ
ミ
ナ

ー
を
開
く
。

「
企
業
が
押
さ
え
て
お
く
べ
き
労
働
法
関

連
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
会
保
険
労
務
士
の

鈴
木
茂
喜
氏
と
、弁
護
士
の
芥
川
宏
氏
が
、

労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
今
後
の
動
向
を

講
演
す
る
。
受
講
料
は
二
〇
〇
〇
円
。
�電

二
九
六
―
五
〇
八
〇
。

日
常
生
活
で
よ

く
耳
に
す
る
便
秘

で
す
が
、
そ
の
定

義
は
「
便
量
が
減

少
し
、
便
中
の
水

分
は
少
な
く
、
排
便
時
に
努
力
と
苦
痛
を

要
し
、
不
快
感
、
腹
部
膨
満
感
、
腹
痛
な

ど
が
あ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
で
る
な
ど

の
症
候
群
」
と
あ
り
ま
す
。

排
便
さ
れ
る
の
は
食
後
二
四
〜
七
二
時

間
頃
で
す
。
消
化
の
道
順
の
ど
こ
か
が
リ

ズ
ム
を
狂
わ
す
と
便
秘
が
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
便
秘
の
主
な
原
因
と
し
て

食
べ
る
量
が
少
な
い
方
、水
分
不
足
の
方
、

食
物
繊
維
が
少
な
い
方
、
便
意
を
催
し
て

も
我
慢
さ
れ
る
よ
う
な
方
（
若
い
女
性
に

多
い
の
で
す
が
…
）、あ
る
い
は
精
神
的
な

要
因
か
ら
、
運
動
不
足
、
お
薬
の
副
作
用

な
ど
も
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原

因
か
ら
お
こ
る
の
が
機
能
性
便
秘
で
す
。

ま
た
、
器
質
的
な
原
因
、
結
腸
癌
や
直

腸
癌
な
ど
が
便
秘
の
原
因
と
な
る
こ
と
も

あ
り
、
器
質
性
便
秘
と
い
わ
れ
ま
す
。
一

般
的
に
多
い
の
は
機
能
性
便
秘
の
中
で
も

弛
緩
性
便
秘
と
い
わ
れ
る
も
の
で
高
齢
者

に
多
く
み
ら
れ
、腸
の
蠕
動
運
動
が
弱
く
、

便
を
押
し
出
す
力
が
十
分
出
な
い
た
め
に

お
こ
る
も
の
や
、
直
腸
性
便
秘
と
い
い
直

腸
の
神
経
が
鈍
く
な
っ
て
便
意
を
感
じ
に

く
く
な
る
た
め
に
お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は

若
い
女
性
に
多
く
み
ら
れ
、
ト
イ
レ
に
行

く
時
間
が
な
か
っ
た
り
し
て
便
意
を
我
慢

し
た
結
果
お
こ
り
ま
す
。
他
に
痙
攣
性
便

秘
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
腸
が
ス
ト
レ
ス

や
心
理
的
な
原
因
で
痙
攣
を
お
こ
し
て
細

く
な
り
、
便
が
通
過
し
に
く
く
な
っ
た
結

果
お
こ
り
ま
す
。
最
近
多
く
み
ら
れ
る
過

敏
性
腸
症
候
群
の
便
秘
型
が
こ
れ
に
あ
て

は
ま
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
規
則
正
し
い
食
生
活（
一

日
三
回
き
ち
ん
と
取
る
、
水
分
と
食
物
繊

維
を
十
分
と
る
、
中
で
も
朝
食
を
必
ず
し

っ
か
り
摂
る
よ
う
に
し
て
朝
食
後
の
排
便

習
慣
を
つ
け
る
）、軽
い
運
動
な
ど
を
し
て

ス
ト
レ
ス
解
消
を
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要

で
す
。

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
の
改
善
で
ほ
と
ん

ど
の
便
秘
は
解
消
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
近
年
で
は
食
生
活
の
変
化
な
ど

も
あ
り
日
本
人
の
大
腸
が
ん
の
発
生
率
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
頑
固
な
便

秘
は
必
ず
専
門

の
お
医
者
さ
ん

に
ご
相
談
さ

れ
、
必
要
な
検

査
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

便
秘
を
考
え
る

広
島
市
佐
伯
区
医
師
会
理
事

な
が
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長

永
嶋

潤

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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